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第41回　雲山会の報告です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008･7.25～28
八方尾根から唐松岳（2696Ｍ)五竜岳（2814Ｍ)を縦走してきました。
7月25日（金）新大阪２１時30分発の白馬行バスに柳楽、荒木、山村、尾崎、三原
矢田、池田、荒木、堀西、石飛、清原、川路の12人が乗り込み出発しました。
7月26日（土）晴れ
6時40分八方尾根のバス停に到着　ゴンドラ、リフトと乗継ぎ八方池山荘（1830Ｍ）に到着。
この山荘へは入らず外で持参の朝食を摂り唐松岳山荘へ向かってＧＯ
お天気は上々、歩く道々には高山植物がいっぱい咲いていました。クガイソウ、シモツケソウ、
イワカガミ、コマクサ、クルマユリ、チシマギキョウ、ワタスゲ等々、私なんか60歳を過ぎて山行を
始めて、高山植物にお目にかかって、殆んど憶えられない　山村さん矢田さん石飛さん達に
いちいち聞いてはすぐ忘れ、また聞いては忘れの繰り返し　大変ダー！
唐松岳山荘着14時、6時間弱の歩行、夜行バスで疲れた身体には応えました。
でも荷物を山荘に置いてすぐ唐松岳山頂（2696Ｍ）へ
山頂から見る景色は素晴しく、3年前に縦走した立山連峰、剣が目の前に
「ワーすごい♪」　「うれしい♪」　あのときの感動がよみがえりました。　雷鳥もいました。
案の定、夜はうなぎの寝床、寝返りも打てない、手を上げたまま下ろせない
でも人間はタフですねー　そんな環境でも疲れてぐっすり眠れました。
勿論ビールを飲んで・・ですが　（発泡酒一本￥５５０　水一本￥３００）
7月27日（日）晴れのち雨
唐松岳山荘を7時20分に出発してイキナリ危険な岩場の下り、所々に張られたクサリを
手がかりに足元が見えない下りを慎重に進みました。今までもクサリ場は何度か経験しました

がここは下が絶壁で怖い　そして長い　中々終わりにならない、緊張の連続
五竜山荘着１１時40分　時間的には短い歩行でしたが今日も疲れました。
でもでも目前に五竜岳の大きな山容が、さすが百名山素晴しい山姿　　登らなきゃ・・・と
15分あまり登った頃から雷がゴロゴロ、大粒の雨がポツポツ　あわてて下山・・・・残念でした。
3時前位から雷　雨　風　共に激しくなり窓の外を見ると山荘へ戻る人達が雨、風に煽られながら
四つんばいになって、やっとの思いで歩いておられました。山の恐さを目の前で見ました。
ところが６時過ぎにはすっかり雨も上がり雲も無くなって、東側には富山湾と能登半島、その奥には
八つが岳と富士山がくっきり見え西側では夕日の入りを見ることが出来ました。 素ッ晴しかった♪♪
7月28日（月）　雨
雨の中6時に出発して大遠見山、小遠見山を上り下りしながら11時30分アルプス平に着きました。　
もう足ガクガク　テレキャビン（ゴンドラ）に乗って白馬五竜のバス停に着き昼食を摂って
予約をしていた1３時55分発のバスに乗って一路大阪へ帰りました。
りーダーの柳楽さん　サブリーダーの荒木さん有り難うございました。
